
山形県のご紹介
－立地環境の最新情報－ 山 形 県1
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山形県とは… 山形県は、東北地方の日本海
側に位置しています。東京から
はおよそ北に300kmで、秀麗
な山々に囲まれ、美しい四季の
自然に恵まれています。

（山形県のプロフィール）
・面積:9,323.15㎢
・人口:1,012,728人
・村山、最上、置賜、庄内の

４地域に区分

庄内地域
最上地域

村山地域

置賜地域



最上川舟下り（戸沢村） 蔵王の樹氷（山形市）

鳥海山（遊佐町）烏帽子山公園（南陽市）
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山形県の魅力
■四季折々の豊かな自然

春 夏

秋 冬



さくらんぼ（やまがた紅王）

お米（つや姫・雪若丸）

山形県の魅力
■美味しい農産物
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ラ・フランス

ぶどう だだちゃ豆

庄内柿
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山形県の魅力

米沢牛

日本酒

芋煮 冷たい肉そば

ワイン

■美味しい郷土料理・お酒

ラーメン



本日のご説明内容

１ 山形県へのアクセス

２ 災害の少ない山形

３ 山形県の産業

４ 人材確保・育成の取組み

５ 山形へ進出し活躍する企業

６ 山形への進出に向けて（用地・補助制度等）
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１ 山形県へのアクセス①
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東北中央自動車道
（福島方面から米沢市街地を望む）

高速道路による環状ネットワーク

災害時の交通代替性の確保



１ 山形県へのアクセス②
~世界とつながる国際貿易港 酒田港～
中国・韓国・日本海コンテナ航路

酒田 ⇔ 釜山 ⇔上海・寧波 【週1便】

酒田 ⇔ 釜山 【週1便】

韓国航路

中国・韓国航路
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日本海航路

酒田⇔ 新潟 ⇔ 門司⇔博多 【週1便】
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２ 災害の少ない山形
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３ 山形県の産業
■各地域の技術の集積
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最上地域：主な企業
・山形航空電子
・山形東亜DKK
・ダイユー
・山形アキレスエアロン

村山地域：主な企業
・でん六
・東和薬品
・京セラ東根工場
・日本電子山形
・シヤチハタエンジニアリング
・シフトプラス（IT企業）

置賜地域：主な企業
・NECパーソナルコンピュータ
・ルネサスエレクトロニクス
・AGCディスプレイグラス米沢
・住理工山形
・デンソー山形

庄内地域：主な企業
・ＯＫＩサーキットテクノロジー
・ソニーセミコンダクタ
マニュファクチャリング
・東北エプソン
・花王酒田工場
・Spiber
・SIG（IT企業）



6,615 

442 

1,710 

県内高校（R5.3卒）

凡例：

山形県内の高校（注１）、県内主要教育機関（注２）の卒業生 10,716人
うち就職者数 3,318人（30.1％）

就職者のうち県内就職 2,059人（県内就職率62.1％）

（注１）山形県内令和5年3月卒業生
（注２）鶴岡工業高等専門学校、県産業技術短期大学校（本校・庄内校）、県職業能力開発専門校、県庄内職業開発

センター、山形大学の令和6年3月卒業生

714

715

175

山形大学（R6.3卒）

69

102

174

専門高等学校、職業能力開発施設（R6.3卒）

・卒 業 生 345人
・うち就職者 276人
・うち県内就職者 174人（63.0％）

・卒 業 生 8,767人
・うち就職者 2,152人
・うち県内就職者 1,710人（79.5％）

・卒 業 生 1,604人
・うち就職者 890人
・うち県内就職者 175人（19.7％）

４ 人材確保・育成の取組み①
■県内教育機関における就職等の状況
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《凡例》

◆大学、短期大大学校、
高等専門学校、
●工業高校
●実業高校(工業以外)
★★研究機関
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山形大学工学部
高分子･有機材料工学科、化学･

バイオ工学科、
機械システム工学科等
１学年定員 ６５０名

◆

◆

４ 人材確保・育成の取組み②

鶴岡工業高等専門学校
創造工学科、

生産システム工学科 等
１学年定員 １６０名

県立産業技術短期大学校
庄内校

生産エンジニアリング科、
情報通信システム科 等

１学年定員 ６０名

東北芸術工科大学
デザイン工学部 等

１学年定員 ５９３名

県立産業技術短期大学校
デジタルエンジニアリング科、

メカトロニクス科、
情報システム科 等

１学年定員 １２０名

電動モビリティシステ
ム専門職大学

電気自動車システム工学科
１学年定員 ４０名

◆
●
★

★

◆

■主要なものづくり・ＩＴ人材養成機関
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県工業技術センター

◆

◆

４ 人材確保・育成の取組み③

《凡例》

◆大学、短期大大学校、
高等専門学校、
●工業高校
●実業高校(工業以外)
★★研究機関

県工業技術センター
（置賜試験場）

県工業技術センター
（庄内試験場）

山形大学有機材料
システム事業創出

センター

慶応義塾大学
先端生命科学研究所

◆

■研究機関等
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■ものづくりの次世代を担う「やまがたAI部」の取組み
４ 人材確保・育成の取組み③

〇 県内３４校＋県外の高校生に、部
活動としてＡＩに関する先端技術や
データサイエンスを学ぶ活動を展開。

（具体的な取組み）
① 県内ものづくり企業の視察・実習
②「やまがたAI甲子園」の開催

【ＡＩ甲子園の開催】【県内ものづくり企業の視察・実習】
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■XR（クロスリアリティ）技術を活用した人材育成、
実証事業の展開

４ 人材確保・育成の取組み④

〇山形県では、XR（クロスリアリティ）
技術を活用して産業振興を図るため、
産学官による「ヤマガタリアルメタバー
ス研究所」を核とした取組みを展開。

《具体的な取組み（予定）》
・小中学生を対象としたＸＲ体験機会の
提供

・高校生など若者を対象としたＸＲ関連
技術の習得機会の提供

・県内企業におけるＸＲ利活用の促進

※上記画像は、いずれもImage FXを活用して生成



４ 人材確保・育成の取組み⑤
■山形県では、将来の担い手となる若者の回帰・定着を目的

に、市町村や企業等と連携した奨学金返還支援事業を実施。

■令和５年度までに累計1,958名の方が助成候補者として認定
されています。

◆学生の方:最大124万８千円 ◆社会人の方:最大60万円

やまがたスマイル認定企業制度

やまがた就職促進奨学金返還支援事業
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支援額

■「ワーク・ライフ・バランス」「女性活躍」の推進などに積
極的に取り組んでいる企業等を“やまがたスマイル企業”とし
て認定する同制度を令和５年度に創設。

■令和６年10月1日現在で、325社が認定
されています。

認 定 証 16
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５ 山形県へ進出し活躍する企業
～インタビュー動画～

２ 株式会社ナカノアパレル（南陽市）

３ 株式会社コンセント（山形市）

１ シヤチハタエンジニアリング株式会社（山形市）
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５ 山形県へ進出し活躍する企業①
～インタビュー動画～

１ シヤチハタエンジニアリング株式会社（山形市）

★ （Yamagata City）

〇事業概要：スタンプ（ＯＳＭＯ）製造、産業用ロボット等

の研究・開発、ソフトウェア開発

〇代表者：代表取締役社長 佐藤 旭 氏

〇設立：２０１６年

〇特色：ＩＣＴ、ロボティックス、ＩｏＴなどＤＸ化の拠点、海外拠点のサプライ

チェーンの見直しなどシヤチハタグループの重要拠点として位置づけ。
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－シヤチハタエンジニアリング㈱ インタビュー動画－

代表取締役社⾧
佐藤 旭 様

■
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人材の確保・育成に向けた支援

県外から県内に立地された企業で構成される
「山形県新企業懇話会」（事務局:山形県）で
は、県内教育機関と連携した企業説明セミナー
の開催等を通して、人材確保に向けた取組みを
サポートしています。

R5.12.9(土)鶴岡高専企業研究セミナー
・参加企業21社
・参加生徒 創造工学科152名、専攻科1年19名

山形県では、人材の育成・
確保に加えて、企業在職技
術者等を対象としたさまざ
まな人材育成事業を実施し、
技術力のさらなるスキルア
ップを支援しています。

【企業ニーズに対応したスキルアップを支援する多彩な公開講座・向上訓練】
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５ 山形県へ進出し活躍する企業②
～インタビュー動画～

２ 株式会社ナカノアパレル（南陽市）

〇事業概要：大手ブランド商品のＯＥＭ生産等を

手掛けるアパレルメーカー

〇代表者：代表取締役社長 中野 一憲 氏

〇設立：１９８８年

〇特色：２０１６年５月に本社を山形県（南陽市）に移転。現在、地球環境に

配慮したサスティナブルなものづくりへの取組みや、地域に根差した活動、

人材育成の新たな試みなど、革新的な事業展開を図っている。

★ （Nanyo City）
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－㈱ナカノアパレル インタビュー動画－

代表取締役社⾧
中野一憲 様

■
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本社機能移転に関する支援
山形県の支援制度

■企業立地促進補助金〔本社機能移転支援〕
➢補助率:対象経費（土地を除く固定資産の取得額）のうち15億円まで…20％

〃 15億円超 …５％
（上限10億円）

■課税免除等（特定業務施設整備計画を作成し、知事の認定を受けた企業が対象）
➢事業税 …〔移転型〕:課税免除（3年間）
➢不動産取得税…〔移転型〕:課税免除

…〔拡充型〕:税率を通常税率の1/10とする。

国の特例措置

■オフィス減税
➢移転型:対象施設の取得価額の特別償却25％ or 税額控除7％
➢拡充型:対象施設の取得価額の特別償却15％ or 税額控除4％

■ 雇用促進税制
➢移転型:新規雇用者90万円/人、転勤者80万円/人を税額控除 等
➢拡充型:新規雇用者30万円/人、転勤者20万円/人を税額控除

※いずれも、特定業務施設整備計画を作成し、知事の認定を受けた企業が対象



企画
(デザイン)
分室

研究開発

分室
量産工場

企画・デザインから研究
開発及び量産を一気通貫
にできる体制の構築

本社（企画・
デザイン部門）

○一気通貫体制（量産工場内でのサプライチェーンの構築、生産現場からの
フィードバック効果）により、生産性向上、品質向上、イノベーションの
創出、現場のモチベーション向上。

○本社機能の「つなぎ目役」が量産工場に配置されることで、本社機能と量
産機能の更なる円滑化。

○研修機能としての役割を担うことも可能。

研究開発
センター

フィードバック

効 果

新山形工場

付加価値を生む量産体制（工場進出）のイメージ

24

つなぎ目役 つなぎ目役
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５ 山形県へ進出し活躍する企業③
～インタビュー動画～

〇事業概要：デザイン経営や事業開発、マーケティング

など多様な視点での企業への総合的な支援

〇代表者：代表取締役社長 長谷川 敦士 氏

〇設立：１９７３年（会社分割設立：２００７年）

〇特色：山形に移住し遠方地勤務を開始することとなったスタッフの提案を契

機として、令和５年１０月、山形市内（Ｑ１）に山形オフィスを開設

３ 株式会社コンセント（山形市）

★

（Yamagata City）



26

－㈱コンセント インタビュー動画－

代表取締役社⾧
⾧谷川 敦士 様

■
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山形へ移住された方への支援

■山形県移住者支援事業
東京圏から山形へ移住された方へ移住支援金（最大

100万円＋α）を支給。

■移住世帯向け住まいの支援事業
山形に移住した方の賃貸住宅（雇用主からの貸与等

を除く）にかかる家賃について最大24万円（24か月
×上限1万円/月）補助。

■若者・子育て世帯移住支援金
県外から山形に移住された若者世帯・子育て世帯に

対して各10万円の支援金を給付。

➢首都圏の移住と就職の一体的な窓口として、令和6年4月より「やま
がた暮らし・しごとサポートセンター」（有楽町「東京交通会館」8階）を開
設、移住コンシェルジュによる総合的なサポートを行っています。

やまがた暮らし・しごとサポートセンター

支援例
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新規創業・研究開発等の支援施設
山形県では、地域をあげて、新規創業をはじめ、新たなビジネスチャンス・研

究開発を支援する取組みを進めるとともに、イノベーションの創出や新たな働き
方を支えるビジネス環境の整備に取り組んでいます。

スタートアップステーション・ジョージ山形

➢山形駅西口（霞城セントラル2階）に設置されたビジ

ネスパーソンや学生などに利用いただけるコワーキ

ングスペース。

➢起業・操業のためのマインドサポートをはじめ、ビジ

ネスアイデアの具現化等に向けた相談に応じる創業

支援コーディネータが常駐。

➢ビジネスを始めるにあたり、当施設を商業登記の所

在地として登記可能。

やまがたクリエイティブシティセンターＱ１

➢旧山形市立第一小学校を改修・リノベ―ションし、創

造都市やまがたの拠点として2022年9月にオープン。

➢クリエイティブな人材や

企業等をつなぐプラット

フォームとして、シェア

オフィス等を整備。新た

な事業開拓や人材輩出

を目指す。

山形県産業創造支援センター

➢県内産業に資する情報化・デザ

イン開発、新規創業等のために

設置されたインキュベーション施

設。貸しブース（8㎡）6,600円/月

から入居可能。 28



６ 山形への進出に向けて（用地・補助制度等）

29

■分譲中の工業団地
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327,200 

121,400 

63,200 
47,100 

10,300 

東京都 大阪府 愛知県 福岡県 山形県

資料:国土交通省「令和6年都道府県「地価調査」

山形県

（円/㎡）「工業地」平均価格

１位

４位

８位 10位

山形県は、全国第２ 位の
安価な地価水準!!

10,300円/㎡

４６位

■安価な地価
６ 山形への進出に向けて（用地・補助制度等）
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■女性が活躍できる環境

６ 山形への進出に向けて（用地・補助制度等）



（据置期間 ３年以内）

・利率（固定金利） 0.85％
・限度額 ２０億円
・償還期間 設備資金 ２０年

運転資金 １５年 32

対象事業者 補助要件 対象経費 補助金の額
大
規
模

新たに進出する
企業で、製造業
等を営む企業

(1)土地を除く固定資産の取得額が
100億円以上

(2)新規地元常用雇用者が300名以上

土地を除
く固定資
産の取得
額(消費税
を除く)

補助率:10%
限度額:50億円

一
般

(1)土地を除く固定資産の取得額が
3億円以上

(2)新規地元常用雇用者が10名
(対象経費が15億円を超える場合は
20名)以上

補助率:
(対象経費が)
15億円まで: 20%
15億円超 : 5%
限度額:10億円

研
究
開
発
施
設

新たに進出する
企業で、製造業
等を営む企業、
又は酒田臨海工
業団地において
リサイクル関連
業を営む企業

(1)土地を除く固定資産の取得額が
3,000万円以上

(2)新規地元常用雇用者が５名以上
補助率:25%
限度額:10億円

１ 山形県企業立地促進補助金メニュー

２ 山形県商工業振興資金（産業立地促進資金）

※工場の増設に関する支援メニューもあります。

６ 山形への進出に向けて（用地・補助制度等）
■充実した支援制度



■対象事業者
県の誘致により、県外から県内（全地域）に立地してソフトウェア業、情報処理・
提供サービス業、インターネット附随サービス業を行う企業
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山形県ソフト産業立地促進補助金

区分

補助要件 対象経費・補助率等

雇用規模
対象経費（消費税を除く） 補助金の額新規地元

常用雇用者

賃借
５人以上

※移転者含む

①雇用奨励金（５年間）
②開設後５年間の事業所賃借料
③初期費用（オフィス改装費）

①１人あたり６０万円
②補助率 １／２
③補助率 １／２
○限度額 : ３億円
（左記①②③に係る補助金の
合計額通算）

※スモールスタート（新規地元常用雇用者1名～）で操業する企業に対する支援メニューもあります。
※デザイン業、コールセンター業、バックオフィス業に対する支援メニューもあります。

６ 山形への進出に向けて（用地・補助制度等）
■充実した支援制度



■ワンストップサポートセンター

山形県 産業立地室が、東京事務所と連携し、きめ細やか
なサポートを行います。
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６ 山形への進出に向けて（用地・補助制度等）
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終わりに ～山形県の魅力・強み～

● 整備された交通網と災害の少なさ
（効果的なBCP対策）

● 安価な地価

● 優秀な産業人材を育成する取組み、女性
が活躍できる環境

● 万全なサポート体制と充実した支援制度



私どもがご案内します。
お気軽にご連絡ください。

●ワンストップサポートセンター
山形県産業創造振興課内
ＴＥＬ：０２３－６３０－２６９０

●山形県東京事務所
ＴＥＬ：０３－５２１２－９０２６

山形の魅力ある立地環境を、
ぜひご視察ください。
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ご清聴ありがとう

ございました。
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